
「カトカトーン」 の活用例や
オススメ情報をお届けします！

カトカトーンカトカトーン
通信通信

「小学生の音楽 5」（令和6年度用～）
p.38 「静かにねむれ」 の和音で旋律づくり

6vol.vol.



ktk ファイルを開く ●課題制作のために事前に設定
されたプロジェクトファイル
は下の二次元コードからダウ

●音楽の再生方法について

●ミュート機能について
音が聴こえる状態
（ミュート解除）
音が聴こえない状態
（ミュートする）

●音の高さを変更するには、す
でに用意されたノートを上下
にドラッグして動かす。STEP 
1でダウンロードしたktkファ
イルでは、図 1の「機能制限

」によって、打ち込ん
だ音の長さを変更できないよ
うに制限している。

●使う音の高さを児童
に伝える場合、オト
グラフに表示される
鍵盤（右図）のノート
ナンバーで伝えると
よい。音の入力時は、
画面左上のミニディ
スプレイ（下図）から
も音の高さを確認で
きる。

和音と低音を聴いてどのような
イメージや感情が喚起されたか、
この STEPで考える時間を確保
するとよい。カトカトーンを活
用することで個々のタイミング
でひびきを確認できるため、具
体的なイメージを想像しやすく
なる。

SUPPORTSUPPORT

SUPPORTSUPPORT

SUPPORTSUPPORT

POINT

ンロードできる。
事前に児童に配
布しておくとよ
い。

STEP 1STEP 1

和音と低音に合った４小節の旋律をつくる
STEP 3STEP 3

和音と低音を聴いて、ひびきの移り変わりを感じ取る
STEP 2STEP 2

カトカトーンを開き、
「ファイルを開く」を選ぶ。

下記のファイル名を選択し、
ktk ファイルを開く。

e5_kn6_sample.ktk

STEP1 の ktk ファイルを再生し、つくる音楽をイメージする。

和音にふくまれる音（参考❶参考❶）の中から音を選び、トラック１に旋律をつくる。
《手順》
①トラック１のミュートを解除する（音が聴こえる状態にする）
②トラック１のオトグラフにすでに打ち込まれているノートのリズムで音の高さを変更させて
旋律をつくる

「静かにねむれ」の和音で旋律づくり

STEP1 でダウンロードした ktk ファイルは、トラック２とトラック３がミュート
解除の状態になっているため、再生すれば和音と低音を聴くことができる

図図
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旋律づくりで選べる音 一覧（和音別）
下図、または「小学生の音楽５」p.39 ワークシートに掲載の和音にふくまれる音から、
旋律づくりで選べる音を参照する。
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●このファイルでは、選択でき
る音を白鍵のみに制限してい
る。画面下部の   　　から設
定を変更できる。
る。画面下部の   　　から設
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ミュートボタン

旋律をつくるリズムがすでに入力されているため、旋律をつくるリズムがすでに入力されているため、
ノートの音の高さを変えて旋律をつくるノートの音の高さを変えて旋律をつくる

再生ボタン
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トラック４にリズムパターンを追加する。
《手順》
①好きなリズム楽器を追加する（例では EDMキット 3を選択）
②１小節目のルームに下図のリズムパターンを打ち込む
③②で打ち込んだルームをドラッグして、２～４小節目にコピー
　＆ペーストする

リズムパターンを加えてみよう
ChallengeChallenge

●生み出された音の面白さに気
付いたり、自身が表したい音
のひびきの組み合わせを試し
たりすることで、音楽全体の
まとまりを考える表現力が養
われる。

●音の上がり下がりが視覚化さ
れることで、音楽の特徴を分
析して理解することができる。
即興的に音を探ることと並行
して、どのような思いや意図
をもって音楽をつくったかも、
評価の一環として児童に考え
させる時間を用意するとよい。

POINTPOINT

完成したファイルを楽譜にして提出する
STEP 4STEP 4

SUPPORT：操作上の補足説明
POINT：指導上のポイント
ADVICE：発展的な内容

学習支援ソフトウェアを用いて
楽譜（PDF）を提出させてもよい。
または、ktk ファイルや、端末
のスクリーンショット機能を活
用して画像データとして提出さ
せてもよい。学校の環境に合わ
せて、共有方法を検討する。ktk
ファイルの保存方法は、巻末の
「操作方法」に掲載している。

SUPPORTSUPPORT

カトカトーンならではの楽器を
選択できるほか、即興的にリズ
ムパターンを加えることができ
るため、活動がより充実する。
左図で例示したリズムパターン
を変化させ、新たなリズムパ
ターンを生み出し、表現の幅を
広げることもできる。

ADVICEADVICE

ボタン内の【楽譜】ボタンから楽譜として書き出すことができる。

トラック 1（旋律）の楽器を変更
してもよい。楽器の選択は「課
題」には含まれないが、児童の
興味・関心を高めるために活用
するとよい。

ADVICEADVICE

打ち込んだノートを動かしている様子
Before After

※旋律づくりの音の範囲は、C4～ C5で行うことを基準とする
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旋律づくりのヒント
音の上がり下がりをノートで表現する方法（※ノートの打ち込みイメージ）

楽器を追加する

おたまチョップを「8分音符」に設定

1小節目

上がっていく

上がってから下がる

下がっていく

音の高さがあまり変わらない

下がってから上がる

音の高さが大きく変わる

楽譜（PDF）ktk ファイル

クリック

本編でつくられた ktk ファイルでは、
低音はオクターブ低く打ち込んでいる

上がっていく 下がっていく

（オクターブ低く）



C4 の音を見つけ、１拍
ぱく

目
め

に 4
し

分音
おん

符
ぷ

の
ノートをうちこもう。

トラック2に入力されているノートを２倍の長さに変えよう。

１小節の中にC4（ド）から C5（ド）までの、
ハ長調の音

おん

階
かい

を低い音から順にうちこもう。
（ヒント）｜♪♪♪♪♪♪♪♪｜

１小節の中に右のリズムをうちこもう。
（楽器は「すず」を使用）

右の和音をうちこもう。
（ヒント）一番低い音はC4（ド）
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ミニドリルミニドリル

「カトカトーン」の詳細は右のウェブサイトをご参照ください。

本資料の二次元コードからアクセスできるデータは、
以下のURLからもご覧いただけます。
https://www.kyogei.co.jp/katokatone/info/

ktk ファイルの保存の仕方

ファイルは、端末
のダウンロード
フォルダ等に保存
される（ブラウザ
の設定で異なる）。

操作方法

本編でつくられた
ファイル

❶【ファイルボタン】

❷タイトルを入力する

❸【ファイル】を選択して保存する

Q.1Q.1

Q.2Q.2

Q.3Q.3

Q.4Q.4

Q.5Q.5

①回答用 ktk ファイルを
　ダウンロードする

②問題の答えをうちこむ

③楽
がく

譜
ふ

にして先生に提
てい

出
しゅつ

する
　　　  ボタンをおして曲名
を自分の名前に変更し、楽譜
で書き出す。書き出した楽譜
を先生に提出する。

ミニドリルのやり方ミニドリルのやり方

ミニドリルを児童に配布する際は、本紙面をコピーしてから切り取ってご使用ください。

ミニドリルの解答例
（楽譜 PDF、ktk ファイル）

ミニドリルは、本紙の STEP を始める前に
ウォーミングアップとして使用すると、音
楽づくりの活動を進める際に効果的です。

　　　  ボタンをおして曲名

クリックする
ところ

Q.1 の答え
Q.2 の答え
Q.3 の答え
Q.4 の答え
Q.5 の答え

トラックごとに再生して音を確かめる

ぶ
（ぶん）


